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論文内容の要旨
Pummerer 反応は， α 位に水素を持つスルホキシドに酸無水物を作用させ α アシロキシスルブィドを得る反応であ
り， 1909年 Pummerer により見いだされた。その後，本反応の適用範囲は広がり，酸無水物以外の求電子剤による
Pummerer 転位反応も数多く見いだされている。また，スルホキシド以外の 3 価の硫黄化合物でも同様な転位反応が
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水素引き抜き過程を完全に制御する目的で α 位にも不斉を持つ，すなわち α 位に水素を一つしか持たない光学活性
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し，高い不斉収率で β ラクタムを得，本反応が不斉 Pummerer 型閉環反応にも有効であることを明らかにした。さら
に，得られた β ラクタムを用いてカルパペネム抗生物質である(+) -PS-5 の形式的全合成を行い，得られた β ラクタ
ムの有用性を示した。
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anti-periplanar な H がヲ|き抜かれることを明らかにした。さらに，これを付加 Pummerer 型転位反応や Pummerer
型閉環反応に応用し，後者の反応で β ラクタム環を高い不斉収率で合成することに成功した。
これらの研究成果は，博士(薬学)の学位論文として価値あるものと認める。
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